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アトラクティブを用いた、特定外来生物（陸生植物）オオキンケイギク、 オオハンゴンソウ、アレチウリ、ナルト
サワギクの防除工法
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◎技術概要
 本技術は、アトラクティブ（選択性除草剤）の動力噴霧器等での散布によってオオキンケイギク等の特

定外来生物を防除する工法。従来は肩掛け式エンジン刈払機で除草が一般的。本技術の活用により、
周辺環境への影響抑制、施工費の縮減や工期の短縮等が図れる。

・どの場面で活用できるのか？
→道路除草工事、堤防除草工事、公園除草工事etc

・使用薬剤にはどのような特徴があるのか？
→特定外来生物だけでなく、広葉雑草に効果を示す除草剤。
→イネ科への効果がないので法面への使用も可能
→芝生登録も取得しているので公園緑地場面での使用も可能。

オオキンケイギク オオハンゴンソウ ナルトサワギク アレチウリ



◎新技術に期待される効果(活用のメリット)
✓経済性88%向上、工程日数88%短縮
・動力噴霧器等による薬剤散布は肩掛け式機械除草より作業が容易で、集草・搬出・処分作業も軽
減されるため、作業人数の削減と作業時間が短縮でき、経済性・施工性の向上と工程短縮が図れま
す。

✓安全性向上
・肩掛け式機械除草による飛び石等の安全に対するリスクや、刈刃接触などの事故や障害のリスクが無く
なるため、安全性の向上が図れます。

✓植生変化による景観維持
・従来は毎年の刈取りと再生を繰り返していた特定外来生物（陸生植物）が駆除され、法面保護に
有効な大型化しないイネ科植生が主流になるため、景観向上が図れ、外来生物による周辺環境への
影響抑制が図れます。

✓作業環境、熱中症対策
・雑草は刈取り数週間後には再生が見られるため、早い時期の刈取りでは夏場に再び繁茂してしまい
ます。薬剤を吸収した個体は効果を発揮し、ほとんどが再生しません。このため、気温の高い時期の作
業が回避でき、作業環境の向上が図れます。



◎新技術に期待される効果(活用の根拠)



◎施工事例



◎施工事例
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◎施工事例



今回は国土交通省NETIS（新技術情報提供システ
ム）登録された「アトラクティブを用いた特定外来生物
（陸生生物）オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、アレチ
ウリ、ナルトサワギクの防除工法」についてご紹介しました。
雑草の防除にお悩みの方は是非ご連絡ください。

TEL：03-5296-2326
E-mail:hiroki.shibagaki@mbc-g.co.jp


